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1. 研究分野 
本研究会ではミクロ経済学を軸として、

企業と市場の経済学である産業組織の研
究を行う。 

市場メカニズムの機能は厚生経済学の
第１基本定理に集約されるが、同時に限界
もあることはよく知られている。現実の経
済は純粋な完全競争市場ではなく、何の施
策もなければ機能不全に陥るのが常であ
る。経済が健全に機能するには、政府が適
切に介入を行うことも必要だし、組織や制
度による資源配分が市場を補完すること
も必要である。私の主な関心は、現実の多
くの企業は少なからず市場支配力をもつ
こと、また現実の経済活動はほぼ例外なく
不完全もしくは非対称な情報の下で行わ
れることを念頭において、市場メカニズム
の限界と是正策を明らかにすることにあ
る。この目的のためには、他の経済学の分
野と同様、理論分析と実証分析の両方が必
要になる。理論は経済問題を理解し解決策
を探るためにあるという意味で、現実の経
済問題との接点を見失った理論は健全で
はないし、他方理論を軽視した実証分析も
同様に健全ではないと考えている。 
産業組織 (Industrial Organization) と

は、不完全競争市場での企業行動の分析や
需要の分析を通じて社会的に望ましい競
争政策のあり方を考察する学問である。そ
れと同時に、ビジネススクールなどに設置
されている経営戦略論の基礎となってい
る学問でもある。より具体的に言えば、独
占企業や寡占企業の価格戦略・品質や広告
などの製品差別化行動・イノベーションと
技術革新・企業の合併や統合・参入阻止な
どの問題について、ミクロ経済学に基づい
た分析を行う分野である。また産業組織で
主役となる主体は企業であり、企業の経
営・組織・財務を考察する広い意味での企
業理論は産業組織と密接に関わっている。
本研究会では、ミクロ経済学と計量経済学
を分析用具としながら、企業理論を含んだ
産業組織の理論・実証研究を行う。 
本ゼミ活動では、第 1 に分析ツールとし

てゲーム理論・契約理論・行動経済学を学
び、第 2 にゼミの研究分野である産業組織
に関する文献を学習する。そして第 3 に、
3 年生と 4 年生がそれぞれ個別の研究テー

マに関する発表を行う。英語は重要な言語
であり社会に出てからも絶対に必要なの
で、教材としては英語文献を扱うことが多
い。春学期はテキストによる基礎的学習に
ウェイトをおき、秋学期には研究書や専門
的な学術論文を用いる。またプリゼンテー
ションのスキルの養成はゼミ活動の重要
な目的の１つであり、通常の授業は学生に
よるパワーポイントを用いたプリゼンテ
ーションに基づいて行う。 
本ゼミでは理論分析を主とするが、実証

分析に必要な計量経済学を学ぶためにサ
ブゼミを設置する。またゼミ活動を円滑に
遂行する上で必要な基礎知識の補充を行
うため、私が担当する三田の授業の他にい
くつかの授業を履修することを求める。そ
の他に 3 年生は、パートゼミで個別研究お
よび共同研究を行う。4 年生には相応の覚
悟で卒業論文の作成に臨んでもらう。これ
は研究会活動の最終目的であり、学生生活
において自らを鍛錬する最後の機会であ
る。本研究会の卒業論文では、産業組織ま
たはそれに関連する分野から具体的な問
題を取り上げて理論分析および実証分析
を行うことが求められる。卒業論文に取り
組むためには分析能力を習得することだ
けでなく、普段のゼミ活動を通じて適切な
問題意識を養っておくことが必要である。 

 
2. 学生への要望 
本研究会の趣旨を理解し、三田で充実し

た学生生活を送ることを望む諸君の入会
を期待している。日吉ではミクロ経済学・
マクロ経済学・数学・統計学・英語をでき
るだけ十分に学習しておいてもらいたい。
これは三田の授業やゼミでの学習にとっ
て必要であるだけでなく、社会に出てから
も非常に有用な知識になるからである。 

 
3. 選考について 
① 募集人員：15 名程度 
② 選考内容：筆記試験(ミクロ経済学；持

込不可)および面接 
③ 他学部入ゼミ：不可 

PEARL生受け入れ：不可 
④ 選考基準：筆記試験(90%程度)・面接

(10%程度)。日吉での成績は問わない。 


